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ファイルのダウンロード
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ファイルのダウンロード
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hoge.zipをデスクトップにダウン
ロードして解凍しておきましょう



ファイルのダウンロード
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ファイルのダウンロード
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9/8-9の講義資料PDF

ダブルクリックでローカ
ルに参考ウェブページを
開けます。ネットワーク
不調時や負荷軽減用。

9/8-9の講義資料PDF
中のRコード。コピペ用。

デスクトップ上にhogeフ
ォルダがあり、サンプル
ファイルが見られるとい
う前提で行います。



NGS速習コース全貌のおさらい
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NGS速習コース全貌のおさらい
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習得できる技能は、「速習」
と「速習以外」を含めたもの



NGS速習コース全貌のおさらい
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「速習」と「速習以外」の個
別の項目での習得技術が
おおまかに書かれている



NGS速習コース全貌のおさらい
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「速習」と「速習以外」の個
別の項目での習得技術が
おおまかに書かれている



Contents (カリキュラム記載事項)
 3-1. R 基礎1、2014/09/08 10:30-12:00、初級、実習

 R言語の基礎(インストールから利用まで)

 3-2. R 基礎2、2014/09/08 13:15-14:45、初級、実習
 ファイルの読み込み、行列演算の基本

 3-3. R 各種パッケージ、2014/09/08 15:00-18:15、中級、実習
 Rの各種パッケージのインストール法と代表的なパッケージの利用法

 3-4. R bioconductor I、2014/09/09 10:30-14:45、中級、実習
 Bioconductorの利用法

 3-5. R bioconductor II 、2014/09/09 15:00-18:15、中級、実習
 FASTA and FASTQ形式ファイルの読み込み、ファイル形式の変換（FASTQ → 

FASTA)、 クオリティチェック、リード配列長分布、フィルタリングやトリミング、GC
含量計算など。
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Contents (「3. データ解析基礎」全体)
 3-1. R 基礎1、2014/09/08 10:30-12:00、初級、実習

 Rおよびパッケージのインストール、インストール後の確認

 基本的な利用法。log, exp, mean, median, sort, length関数。?関数名など。

 3-2. R 基礎2、2014/09/08 13:15-14:45、初級、実習
 （Rで）塩基配列解析の基本的な利用法（翻訳配列の取得を例に）

 行列形式ファイルの解析基礎（アノテーションファイルを例に）

 3-3. R 各種パッケージ、2014/09/08 15:00-18:15、中級、実習
 Rの各種パッケージのインストール法と代表的なパッケージBiostringsの利用法

 3-4. R Bioconductor I、2014/09/09 10:30-14:45、中級、実習
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 setwd, translate, rm, ls, objects, sessionInfo, readDNAStringSet関数、プロモータ配列取得。

 3-5. R Bioconductor II、2014/09/09 15:00-18:15、中級、実習
 FASTA/FASTQ形式ファイルの操作。ファイル形式の変換、クオリティチェック、フィルタリング

、クラスオブジェクト。alphabetFrequency, apply, rowSums, colSums, sample, set.seed関数。
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「3. データ解析基礎」での目標
 Rの基本的な利用法を知る

 （Rで）塩基配列解析を使いこなす
 できることの全体像を知る

 基本はコピペで実行（ファイル名や必要最小限のパラメータの変更のみ）

 原因既知状態でのエラーを沢山経験し、実データ解析時の複合的なエラー
を着実に解決する基本的なノウハウを身につける

 コードの中身をある程度知っておく

 R本体やパッケージのバージョンの違い（関数名やデフォルトオプションの変更）

 WindowsとMacintoshの違い

 得られた結果の合理的な解釈ができるようになる
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 3-1. R 基礎1、2014/09/08 10:30-12:00、初級、実習

 Rおよびパッケージのインストール、インストール後の確認

 参考図書

 パッケージが正しくインストールされているかどうかの確認

 エラーメッセージとその対処法

 基本的な利用法

 四則演算、スクリプトファイルの作成とコピペ、改行の有無に注意

 コメント行、上下左右の矢印キーを有効利用、エラーメッセージ

 関数の利用マニュアル、ベクトル計算、オプションの変更

 条件判定、論理値ベクトル

 ベクトル中の任意の要素を抽出(subsetting)

 ベクトルの要素数、組合せ(ソート後に最初の3要素を抽出)の基本
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参考ウェブページ
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①

②

Windows版を例としてR本体および各種パッ
ケージのインストール手順やエラーへの対
処法などを記載しています。動作確認はR 
ver. 3.1.0とBioconductor ver. 2.14で行って
います。OSが違えど、基本的な手順は同じ。
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より詳細なインストール手順を示し
たPDFはこちら。NGS速習コース
受講生はこちらを参考にして正しく
インストール済みという前提です。
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インストールができているつもりでも、実際に
はできていなかったという事例が散見されま
す。パッケージ名のスペルミスもよく見受けら
れます。Macintoshのヒトもこちらを参考にし
て、いくつかのパッケージについて適切にイ
ンストールされているか確認しておきましょう。
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定期的なバージョンアップや予め殆ど全
てのパッケージのインストールを推奨す
るポリシーも記載。ウェブページでは書
きづらい統計的なものの考え方、数式
が苦手な人向けに重みつき平均値を算
出する手順を詳述し、用いるパラメータ
の常識・非常識などを丁寧に解説。



その他参考書
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二階堂愛先生編集！現場
目線で徹底的に丁寧な解説。

羊土社HPより



一連のインストール作業が終了すると、
Biostrings, ShortRead, TCC, 
BSgenome.Athaliana.TAIR.TAIR9となどの各
種パッケージが利用可能になっているはず。
左記のように打ち込んでエラーが出ていな
ければオッケー。
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22

一連のインストール作業が終了すると、
Biostrings, ShortRead, TCC, 
BSgenome.Athaliana.TAIR.TAIR9となどの各
種パッケージが利用可能になっているはず。
左記のように打ち込んでエラーが出ていな
ければオッケー。
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23

一度、library関数を用いて読み込んだ
パッケージをもう一度読み込むと、表示さ
れる文章がなくなります。しかしこれもエ
ラーなく読み込めているので問題なしです
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エラー遭遇例とその対処法1

24

ときどき必要なパッケージのインストール
に失敗していて、任意のパッケージXXX
の読み込みを行うlibrary(XXX)実行後に
エラーが出てしまうことがあります。この
例では、TCCパッケージが要求している
「RcppArmadilloパッケージがないからダ
メ!」と文句を言われています。
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エラー遭遇例とその対処法1

25

Update all/some/none? [a/s/n]:
と聞かれることもありますが基本
はnでいいです。
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基本的な対処法は、文句を言われたパッケージの
みインストールすることです。 RcppArmadilloパッ
ケージを個別にインストールするためのコマンドの
基本形は以下のとおりです：

source("http://www.bioconductor.org/biocLite.R")

biocLite("RcppArmadillo")



エラー遭遇例とその対処法
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RcppArmadilloパッケージのインストール
後に、もう一度library(TCC)とやって、エ
ラーが出なくなることを確認しています。
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エラー遭遇例とその対処法2

27

次の例では、TCCパッケージが要求して
いる「XMLパッケージがないからダメ!」と
文句を言われています。
重要な点は、エラーメッセージ中に「パッ
ケージ’DESeq’をロードできませんでし
た」と書いてありますが、原因はDESeqで
はなくXMLパッケージがないためであると
いうことを読み解くことです。
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エラー遭遇例とその対処法2

28

基本的な対処法は、文句を言われたパッケージの
みインストールすることです。 XMLパッケージを個
別にインストールするためのコマンドの基本形は以
下のとおりです：

source("http://www.bioconductor.org/biocLite.R")

biocLite("XML")

Update all/some/none? [a/s/n]:
と聞かれることもありますが基本
はnでいいです。
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エラー遭遇例とその対処法2
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XMLパッケージのインストール後に、もう
一度library(TCC)とやって、エラーが出なく
なることを確認しています。
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エラー遭遇例とその対処法3
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シロイヌナズナ（A. thaliana）ゲノム配列情報を含む
BSgenome.Athaliana.TAIR.TAIR9パッケージ読み込
み時にエラーが出ている例です。対処法は以下の
通りです。

source("http://www.bioconductor.org/biocLite.R")

biocLite("BSgenome.Athaliana.TAIR.TAIR9")

Update all/some/none? [a/s/n]:
と聞かれることもありますが基本
はnでいいです。
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エラー遭遇例とその対処法3
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パッケージのインストール後に、もう一度
library(BSgenome.Athaliana.TAIR.TAIR9)
とやって、エラーが出なくなることを確認し
ています。
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対処時の注意

32

パッケージを個別にインストールするためのコマン
ドの基本形は以下のとおりですが、二重クォーテー
ションに注意!! 以下はXMLの左側がダメな例です
source("http://www.bioconductor.org/biocLite.R")

biocLite(“XML")
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「“C:/Program Files/R/R-3.1.0/library”に書き込み

権限がない」的なエラーが出てインストールできな
かった人は、書き込み権限を取得してもう一度トライ

②

③ ④

⑤

⑥

①文句を言われたフォルダ上で右クリックでプロパティを選択
②セキュリティタブを選択
③編集をクリック
④ログインしているユーザーを選択（フルコントロールにチェックなし）
⑤フルコントロールにチェックを入れる
⑥適用をクリック①
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Rの起動
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起動直後は画面いっぱいに開くので…

Rのバージョン番号が多少異なるヒトもいる
かもしれないが、とりあえずは気にしないで
よい。「R i386 3.1.0」みたいなアイコンもで
きると思うが、基本的には「R x64 3.1.0」の
ような64 bit版のほうを利用すべし。



Rの画面説明
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黒点線で囲われた部分が「Rコンソール画面」



基本的な利用法
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数値計算ができます



基本的な利用法
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ugeというもの(オブジェクト)に100と
いう数値を代入しておいて、それを
利用することもできます。



基本的な利用法
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<- の代わりに = を利用するのでも
よいです。が、門田は”<-”派です。



基本的な利用法
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スペースを開けなくてもよいが、ス
ペースを空けるのが一般的です。



基本的な利用法
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100が代入されていたageオブジェク
トに対して、別の数値を新たに代入
すると上書きされます。100-36 = 64
となります。また、何も代入されてい
ないhogeというオブジェクトを利用し
ようとしてもエラーが出るだけです。



バイオインフォ系研究者の実験ノート
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rcode_20140908.txtはhogeフォル
ダ中にあります。



コピペを推奨（爆）
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スペルミスを避けるため、私は「メモ
帳」などのテキストエディタに、必要
なコマンド群（スクリプト、コード、Rコ
ードなどという表現が一般的）をあ
らかじめ作成しておき、コピペで実
行しています。このファイルがバイ
オインフォ系研究者の再現可能な
実験ノートのようなものです。

②

①コピー

ファイル名：rcode_20140908.txt



コピペを推奨
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コピペで実行したところ。コピーする
際に最後のコマンドの改行まできっ
ちり含めるところがポイントです。

②

①コピー

ファイル名：rcode_20140908.txt



コピペを推奨
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①コピー

ファイル名：rcode_20140908.txt

①コピー

コピペで実行したところ。コピーする
際に最後のコマンドの改行まできっ
ちり含めるところがポイントです。こ
の場合、改行が含まれていないの
で、最後のコマンドが実行されてい
ないことがわかります。リターンキー
を押して、コマンドを実行させましょ
う。



基本的な利用法2
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ファイル名：rcode_20140908.txt

①コピー

#から始まる行をR Console画面に
コピペしてもかまいません。また、コ
マンドの右側に#から始まるコメント
を書いてもかまいません。#のあと
に関数などを書いても無視されます



基本的な利用法2
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ファイル名：rcode_20140908.txt

100が代入されていたugeに別の数
値をいれて挙動確認したい場合は
、最初から全部打ち込み直すので
はなく、上矢印キーで以前に打ち込
んだコマンドを有効利用すべし！

上下左右の矢印キーを有効に利
用し最小限の労力で打つべし！



基本的な利用法2
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ファイル名：rcode_20140908.txt

log関数のデフォルトの底はe 
(=2.718282)。しかし、baseというオ
プションを利用することで、任意の
数値を底とすることができます。



基本的な利用法2
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ファイル名：rcode_20140908.txt

おさらいです



基本的な利用法2
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ファイル名：rcode_20140908.txt

一つの目的を達成するうえでも多くの
やり方が存在します。例えば、log関数
利用時にbase=10を利用するのと
log10関数を利用するのは同じです。
また存在しない関数を実行すればエラ
ーが出ます。重要なのはエラーにうろ
たえるのではなく、出たメッセージとの
関連を適切に把握し、対処すること。



基本的な利用法2
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ファイル名：rcode_20140908.txt

log10という関数は底が10の対数をと
るものなので、baseオプションで底を指
定するという行為自体が非論理的。数
値のみを入力とするのが妥当。これは
1個の引数(argument)のみをlog10関数
に与えるべきということに相当する。



基本的な利用法3

53Sep 8-9 2014 NGS速習コース

ファイル名：rcode_20140908.txt

関数ごとに利用可能なオプションや、
どのようなデータを入力として受け付
けるのかなどを記したhtmlマニュアル
が存在します。それを見る手段は「?関
数名」または「help(関数名)」です。



基本的な利用法3
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Descriptionには関数の概要
が書かれている。

Usageには基本的な利用法が
書かれている。log関数には
引数が2つ、log10関数には引
数が1つしかないことはここで
もわかる。

Argumentsには引数に関する
説明が書かれている。baseオ
プションのデフォルトがeであ
ることはここでもわかる。

全く知らない関数のマニュアルを
見てもさっぱりわからない(個人の
感想です)ため、この例のようにあ
る程度挙動既知の関数を眺め、
記述形式に慣れておくとよい。



基本的な利用法3
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続き…
詳細な説明。関数によってあ
ったりなかったりします。

関数の返り値に関する説明。
この関数を実行するとどんな
結果が返されるかという説明
書き。

…
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続き…

利用例。ここの記述をコピペ
して挙動確認したりします。



基本的な利用法3
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ファイル名：rcode_20140908.txt

ベクトル演算ができます



基本的な利用法3
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ファイル名：rcode_20140908.txt

最初の2行分で、sort関数のデフォルト
はdecreasing = FALSEであることが分
かります。decreasingオプションは、「ソ
ートの際降順にするか否か」なので、
FALSEを指定することは「降順にしない
」つまり「昇順でソート」を意味します。



基本的な利用法4
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ファイル名：rcode_20140908.txt

指定した条件を満たす要素の位置を
TRUEまたはFALSEからなるベクトル(論
理値ベクトル)で表すことができます。 「
～より大きい」の”>”や「～より小さい」
の”<“以外にも、「～以上」の”>=“とか「
～以下」の”<=“なども指定可能です。



基本的な利用法4
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ファイル名：rcode_20140908.txt

もちろんマイナスの要素を含むベクトル
kでも問題なく条件を満たすかどうかを
判定可能です。



基本的な利用法4
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ファイル名：rcode_20140908.txt

赤色の下線部分が論理値ベクトルの部
分。これをobjに格納することもできる。
ただし、条件判定を意味する”<“か代入
を意味する”<-”がわかりづらいため、
見やすくすることを目的として括弧をつ
けたりすることもあります。



基本的な利用法5
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ファイル名：rcode_20140908.txt

論理値ベクトルobjの実際の利用例です
。「4つの要素からなるベクトル」を「4つ
の遺伝子からなる、あるサンプルの発
現ベクトル」と考えて、発現レベルが一
定以上を満たすもののみを抽出するよ
うなイメージです。



基本的な利用法5
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ファイル名：rcode_20140908.txt

posiで指定した特定の位置の要素のみ
抽出する基本形です。



基本的な利用法5
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ファイル名：rcode_20140908.txt

「2:4」は「c(2,3,4)」と同じ意味です。「
1:1000」のような数値範囲が大きくなる
場合に便利な表記法です。



基本的な利用法6
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ファイル名：rcode_20140908.txt

length関数はベクトルの要素数を返しま
す。ベクトルの要素数分だけ何かをした
いときにlength関数を利用することがあ
ります。



基本的な利用法6
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ファイル名：rcode_20140908.txt

sort関数で昇順にソートし、最初の3つ
の要素を表示する組合せ（発展形）で
す。発現レベルの低い順や高い順に並
べ、上位3つを表示させることと同義。


